教育臨床心理　6/5 自己決定

1、 自己決定とは
定義：自分の欲求をどう満たすかを自由に決定すること

提唱者：デシ（1942～）

　　　　　　・アメリカの教育心理学者
　　　　　　・完全習得学習のブルームの弟子

　　　　　　・「自己決定理論」を提唱

欲求の種類――生まれつきの欲求とみなされるもの

　生理的欲求――生きていくために最低限必要な欲求

　　　　・ホメオスタシス（→恒常性の維持）に基づく

　心理的欲求――よりよく生きるために必要な欲求

1 自律性への欲求：強制されずに選択したい

2 関係性への欲求：誰かと関わっていたい
3 コンピテンスへの欲求：有能感を得たい
コンピテンス：環境と効果的に相互交渉していく能力

例　環境＝テスト、友人etc
今日のトピック――自律性
自己決定の阻害に対する反応（デシの実験）

・面白いパズルの完成（３日間分けて実施）

実験群――何らかの操作を施して効果をみるためのグループ

コントロール群――実験群と比較するために用意されたグループ

　実験について

実験群：２日目には報酬を与える。

３日目には報酬を与えない

コントロール群：３日間とも報酬を与えない

測定：途中の休憩時間に何をしていたかでやる気を測った
（１日目と３日目のパズルに触っていた時間の比較）

報酬を受け取った者のパズルに対するやる気は変化するか？

実験結果：実験群とコントロール群の比較
アンダーマイニング効果――報酬によるやる気の減少

・報酬（＝自己決定の阻害）が元来の興味を低下させる

　　　　　　
２、自己決定と動機づけ

動機づけの定義

行動の開始・持続・方向性（目標）をつかさどるプロセス
Ⅰ、動因（動機）：行動開始の内的要因 例 空腹・意欲

Ⅱ、誘因：行動を引き起こす外的対象　例　食べ物・課題
動機の種類

Ⅰ、承認動機：他者から高く評価されたいという動機

Ⅱ、親和動機：他者と親密な関係でいたいという動機

Ⅲ、達成動機：一定の目標を成し遂げたいという動機

　　・選択する課題の難易度（容易・適度に困難・極度に困難）

例 ①、達成動機高・失敗回避低――適度に困難な課題

　 ②、達成動機低・失敗回避高――容易or 極度に困難（失敗を難易度のせいにする）

動機づけの種類

　外発的動機づけ――外的な報酬の獲得に向かう動機づけ

　Ⅰ、外発性：外からの働きかけ（＝誘因）による行動開始

　Ⅱ、外的目標性：行動⇒手段
　　　　　例　金のためにバイト・単位を取るためだけに出席

　内発的動機づけ――内的な満足の充足に向かう動機づけ

　Ⅰ、自発性：自らの興味（＝動因）による行動開始

　Ⅱ、内的目標性：行動⇒目的　

　　　　　例 ボランティア活動・授業が面白いから授業に出席
自己決定＝内発的興味に基づいて何かを始める
３、動機づけの連続

動機づけの内在化――外的調整から内的調整に変化
　　Ⅰ、外的：（やりたくないが）やれと言われたから・・・

　　　　　　・想定された自己と現実自己の不一致
　　Ⅱ、取り入れ的：やらないと不安だから・・・

　　　　　　・当為自己（＝あるべき自分）に促される段階

　　Ⅲ、同一化的：自分にとって重要だから・・・
　　　　　　・理想自己（＝なりたい自己）に促される段階

　　Ⅳ、内的：とにかくやりたいから
　　　　　　　・想定された自己と現実自己の一致
・・・下の方が自己決定的（４以外は外発的動機づけ）
内在化＝自己決定的（＝やる気：増）外在化（＝やる気：減）
まとめ

再び自己決定の定義：コンピテンス・自律性への欲求
・自分の意志を自らの力で活用していくプロセス

自己決定の特徴：アンダーマイニング効果・内発的動機づけ
・内発的な興味は報酬によって低下する場合がある

自己決定と動機づけ：取り入れ的調整・同一化的調整
・動機づけは４段階を経て内在化（外在化）する

・想定された自己と現実自己のすり合わせが重要

　　想定された自己（当為自己・理想自己）
限られた自由を受け入れて楽しむ余裕がやる気につながる
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